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元
気
を
出
す
た
め
の
鍵
は
政
治
だ

橋
爪
大
三
郎
(
東
京
工
業
大
学
捜
)

団
塊
の
世
代
が
元
気
が
な
い
と
い
う
。
私
自
身
、
団
塊
の
世
代
に
属

す
る
。
元
気
が
な
い
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。

い
ま
、
景
気
が
悪
い
。
景
気
は
、
ど
の
世
代
の
人
び
と
も
同
様
に
包

み
込
ん
で
、
よ
く
な
っ
た
り
悪
く
な
っ
た
り
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
が

照
っ
た
り
雨
が
降
っ
た
り
す
る
の
も
、
今
度
の
不
景
気
も
す
べ
て
団
塊

の
世
代
の
せ
い
で
あ
る
か
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。
け
っ
し
て
そ
う
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
団
塊
の
世
代
と
は
何
ぞ
や
と
い
う
本
質
論
と
、
い
ま

団
塊
の
世
代
が
リ
ス
ト
ラ
に
あ
っ
た
り
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
と
い
う
と
と
は
別
の
話
で
あ
り
、
分
け
て
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。

ま
ず
団
塊
の
世
代
の
特
徴
、
本
質
論
を
考
え
て
み
る
と
、
第
一
に
、

人
数
が
多
い
と
と
。
理
由
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
の
復
員
だ
。
ア
メ
リ
カ

な
ど
に
も
ベ
ピ

1
プ
1
ム
は
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
戦
争
の
前
後
で
、

価
値
観
は
連
続
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
地
の
ベ
ピ

1
プ

1
マ
ー

は
、
た
だ
人
数
が
多
い
だ
け
。
と
と
ろ
が
日
本
で
は
、
「
戦
前
」
と

「
戦
後
」
で
は
、
価
値
観
が
異
な
る
。
戦
後
五
十
年
以
上
た
っ
た
い
ま

で
も
そ
の
違
い
が
顕
著
な
く
ら
い
、
違
っ
た
社
会
で
あ
る
。
団
塊
の
世

代
は
、
一
か
ら
戦
後
を
生
き
は
じ
め
た
最
初
の
世
代
と
い
う
意
味
で
、

ま
さ
に
戦
後
の
申
し
子
な
の
だ
。

団
塊
の
世
代
は
生
意
気
で
反
抗
的
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
理
由

は
、
戦
後
と
い
う
時
代
自
身
が
、
戦
前
の
権
威
と
価
値
と
を
否
定
す
る

と
乙
ろ
か
ら
出
発
し
た
乙
と
に
あ
る
。
吉
田
茂
、
岸
信
介
在
ど
の
戦
前

を
ひ
き
ず
っ
た
リ
ー
ダ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
価
値
観
に
対
し
て
、
丸
山
真

男
に
象
徴
さ
れ
る
戦
後
知
識
人
の
一
群
が
新
し
い
価
値
観
を
提
起
し

た
。
彼
ら
戦
後
知
識
人
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
民
主
主
義
を
混
ぜ
合
せ

て
、
新
し
い
価
値
観
の
底
流
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

そ
う
い
う
価
値
観
の
な
か
で
教
育
を
受
け
た
の
が
、
団
塊
の
世
代
で

あ
る
。
中
途
半
端
で
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
戦
後
社
会
が
、
本
物
で
な
い
よ

う
な
気
が
し
、
教
わ
っ
た
も
の
を
教
科
書
ど
お
り
に
実
行
し
よ
う
と
し

て
徹
底
的
に
権
威
に
反
発
す
る
。
戦
前
的
な
も
の
に
は
戦
後
的
な
価
値

観
に
立
っ
て
反
対
し
、
民
主
主
義
的
知
識
人
に
対
し
て
は
マ
ル
ク
ス
主

義
を
立
て
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
知
識
人
に
対
し
て
は
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ

ム
だ
と
い
っ
て
、
反
対
す
る
。

そ
う
や
っ
て
す
べ
て
の
権
威
に
反
発
し
て
き
た
の
だ
が
、
か
つ
て
の

権
威
は
総
退
場
し
た
。
い
ま
や
、
自
分
た
ち
自
身
が
そ
の
権
威
を
確
立
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
側
に
ま
わ
っ
た
。
そ
の
役
割
を
担
え
る
か
ど
う

か
。
と
の
意
味
で
団
塊
の
世
代
は
今
日
、
正
念
場
を
迎
え
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
不
景
気
も
重
な
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
自
分
の
場
所
を
確
保
す
る

の
が
精
一
杯
。
自
ら
の
権
蔵
の
確
立
ど
と
ろ
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

特
徴
の
第
こ
に
は
、
「
移
動
」
が
あ
る
。
農
村
か
ら
都
会
へ
の
移
動
。

そ
し
て
第
一
次
産
業
か
ら
第
二
次
産
業
へ
、
さ
ら
に
第
三
次
産
業
へ
の

移
動
。
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
田
舎
を
出
て
都
会
で
下
宿
を
し
、
家
を

構
え
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
。
親
よ
り
学
歴
が
高
く
、
親
と
は
違
っ

た
職
業
に
就
く
人
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
高
等
教
育
が
大
衆
的
に
広
が

っ
た
最
初
の
世
代
で
も
あ
る
。
親
よ
り
も
上
の
階
層
に
移
動
し
、
近
代

的
・
知
的
職
業
に
就
く
と
い
う
向
上
心
の
よ
う
な
も
の
に
自
分
も
誇
り

を
も
っ
て
い
た
た
め
、
背
伸
び
を
し
、
本
を
読
ん
だ
。
し
か
し
や
り
つ

け
な
い
と
と
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
見
ょ
う
見
真
似
、
著

者
を
批
判
す
る
ま
で
の
力
は
な
く
、
あ
く
ま
で
背
伸
び
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
た
ら
と
批
判
的
で
は
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
権
戚
を
批
判
・
否
定
し
た
け
れ
ど
も
、
新
た
な
制
度
を
つ

く
り
だ
し
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
も
っ
て
い
在
か
っ

た
ロ
リ
ス
ト
ラ
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
の
も
、
す
で
に
あ
る
会
社
と

い
う
制
度
に
も
ぐ
り
と
み
、
そ
と
で
地
位
を
得
ょ
う
と
し
た
か
ら
。
い

ま
そ
と
か
ら
は
み
出
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
自
業
自
得
だ
。
自
分
た

ち
で
い
ま
ま
で
と
違
っ
た
制
度
を
つ
く
っ
て
い
れ
ば
、
い
ま
の
よ
う
な

受
け
身
の
苦
し
み
を
経
験
せ
ず
に
す
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
団
塊
の
世

代
は
全
共
闘
世
代
と
も
い
わ
れ
る
が
、
全
共
闘
の
特
徴
は
、
批
判
は
し

の
場
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
顔
を
も
っ
と
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
れ
を
団

塊
の
世
代
の
八
百
万
人
が
し
っ
か
り
や
れ
ば
、
日
本
は
変
る
。
数
の
う

て
も
対
案
を
出
さ
な
い
と
と
。
結
果
と
し
て
現
状
維
持
に
な
り
、
い
ま

自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て
い
る
。

と
の
団
塊
の
世
代
が
元
気
を
出
す
た
め
の
鍵
は
、
政
治
だ
と
思
う
。

団
塊
の
世
代
は
人
数
が
多
い
の
だ
か
ら
、
本
来
な
ら
ば
声
が
通
り
や
す

い
は
ず
で
あ
る
。
団
塊
の
世
代
が
政
治
的
な
自
覚
を
も
っ
て
動
く
と
い

う
の
は
と
て
も
大
切
在
と
と
在
の
で
あ
る
。

い
ま
日
本
で
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
っ
て
選
挙
運
動
が
公
示
か
ら
投

票
日
ま
で
の
二
週
間
ほ
ど
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
日
常
の

政
治
活
動
が
で
き
な
い
。
事
前
運
動
を
取
り
締
る
と
と
で
有
利
に
な
る

の
は
、
実
績
の
あ
る
現
職
と
、
ふ
だ
ん
行
政
活
動
を
し
て
い
る
官
僚
、

そ
し
て
宗
教
団
体
だ
。
団
塊
の
世
代
が
は
っ
き
り
自
己
主
張
す
る
た
め

に
は
、
地
元
の
選
挙
区
で
の
政
治
活
動
に
参
加
し
、
そ
と
に
日
常
的
在

政
治
団
体
、
政
党
組
織
を
つ
く
り
、
主
体
性
を
も
っ
て
候
補
者
を
選
べ

る
よ
う
に
す
る
と
と
が
大
事
で
あ
る
。
と
れ
ま
で
「
会
社
人
間
」
と
い

わ
れ
て
き
た
団
塊
の
世
代
も
、
地
域
に
帰
っ
て
選
挙
区
で
有
権
者
と
し

て
活
動
す
る
と
と
が
大
事
で
あ
る
。
リ
ス
ト
ラ
で
暇
に
な
っ
た
り
退
職

し
た
り
し
た
ら
、
逆
に
そ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

が
、
自
分
の
い
る
場
所
を
つ
く
る
、
発
言
を
す
る
、
と
い
う
と
と
で
は

在
い
か
。

会
社
人
間
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
と
と
が
、
も
う
は
っ
き
り
し
て
い

る
。
会
社
人
間
を
や
め
た
あ
と
、
ど
う
い
う
人
聞
に
在
る
か
。
人
間
的

完
成
と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、
や
る
べ
き
こ
と
は
、
会
社
か
ら
離
れ

た
場
面
で
も
活
躍
が
で
き
る
と
と
。
会
社
と
地
域
と
家
庭
、
乙
の
一
一
一
つ

88 

え
で
他
の
世
代
を
圧
倒
す
る
団
塊
の
世
代
の
も
つ
潜
在
力
は
大
き
い
の

だ。
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「
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」
|
|
福
沢
諭
吉
『
学
問
の
す
L

め』

i-. r日本史「名言名句J総覧』第24巻14号

と
の
一
文
に
触
発
さ
れ
て
、
人
び
と
は
身
分
の
壁
を
乗
り
越
え
、
日
本
人
と
い
う
名
の
ひ
と
つ
の

国
民
に
ま
と
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
聞
は
本
来
、
平
等
で
対
等
な
存
在
な
の
だ
と
い
う
近
代
人
の

確
信
を
、
乙
の
一
文
は
表
現
し
て
い
る
。
産
業
化
・
近
代
化
に
必
要
な
不
断
の
向
上
心
(
エ
ー
ト

ス
)
を
、
乙
の
書
は
日
本
人
に
供
給
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

「
人
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
わ
か
り
や
す
い
。
だ
が
、
こ
こ
に
い
う
「
天
」
と
は
何
か
?

天
が
人
を
「
造
る
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
い
ち
ば
ん
素
直
な
解
釈
は
、
創
造
神
、
す
な
わ
ち
一
神

教
の
神

(
G
o
d
)

で
あ
ろ
う
。
中
国
人
は
こ
れ
を
「
天
帝
」
「
天
上
的
父
」
な
ど
と
訳
し
た
。
そ

乙
で
『
学
問
の
す
L

め
』
の
冒
頭
は
、
「
西
欧
世
界
に
は
神
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
神
が
す
べ
て
の

人
び
と
を
平
等
に
造
っ
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
こ
れ
か
ら
は
、
人
聞
は
平
等
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。

い
っ
ぽ
う
、
儒
教
に
も
「
天
」
の
概
念
が
あ
る
。
儒
教
の
天
は
、
人
格
で
左
く
、
抽
象
的
な
原
理
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『東京工業大学外国語研究教育センター NEWSLE'了目RJ 第6号 pp.3-6 東京工業大学外国語研究教育センター

1999.5.20発行

歓迎、中文班(ょうこそ、中国語クラス)

社会理工学研究科価値システム専攻教授 橋 爪 大三郎

もともと中国語とまったく縁もゆかりもなかった私が、いったいどういう風の吹き回しで、中国語の自

主講座を聞いたり、中国のロック歌手をインタビューしたり、中国語の本を翻訳したり、毎年学生を連れ

て中国研修旅行に出かけたりするようにまでなったのか。それを不思議に思われた馬越庸恭前センター長

から去年の暮れ、原稿の依頼があった。それに応えて、その経緯を東工大の皆さんにご紹介しよう。

中国語に入門

私が最初に中国を訪れたのは、 1988年。友人の落合仁司氏(同志社大学経済学部教授)が、その当時、

なぜか中国フリークのまっ最中で、夫人(落合恵美子氏、当時同志社女子大助教授)とその学生を連れて、

上海に一箇月間短期留学するという。ぜひ一緒に行こうと誘われて、その気になった。

最初の予定では、 2月に出発するはずだったのが、飛行機を手配する間際になって上海名物の毛ガニで

食中毒が出て、五万人が病院に担ぎ込まれる騒ぎになった。そこで出発は、 8月に延期になってしまった。

どうせならその問、中国語でも習っておこうか。それも、中高の 6年間でちっとも話せるようにならなかっ

た英語の二の舞はごめんだ。せっかくなら、話せるようになりたい。そこで広告をみつけた、「中日会話

学院」という近所の学校に通って、中国語会話を習うことにした。

藤沢のピルの一角にあったこの学校で、副院長の楊麗筆老師(Iaoshi)のクラスに入る。楊老師は黒竜

江省の出身で、文化大革命のさなか十代後半で来日。紅衛兵がやってきたとマスコミに騒がれた女性だ。

その後、 NHKテレビの中国語会話教室のレギュラーを長年つとめ、同時通訳としても活躍。結婚後は夫

君(院長)と二人で、中日会話学院を経営している、この業界では有名な人である。

楊老師は日本語もうまいが、教室ではほとんど中国語を使う。昼間のクラスなので、受講者は家庭の主

婦がほとんどで、中国語で受け答えしている。私は曜日の関係で、既習クラス(学習歴 1年)に入ってし

まったので、右も左もわからず、最初の 2ヶ月はまったくの「お客さん」状態であった。それでも予習・

復習を言われた通りにやり、家でも会話のテープをつけっ放しにしていると、うれしいことに、だんだん

言葉が聴き取れるようになるではないか。あら嬉しや、と頑張って、中国へ出発するまでにはなんとかカ

タコトで買い物ぐらいはできる程度になった。

) 

上海は改革開放熱の真っ只中

上海の虹橋空港までは、中国国際航空のジャンボ機で、日本から 2時間あまりだ。

受け入れ先は上海工程技術大学といい、もとは上海交通大学の一部だったという。学内の招待所に泊ま

るはずが、連日35度以上の猛暑のため、急にエアコンのある近くのホテル(一泊60人民元の低料金)に変

更になった。築 1年というのに、築30年は経っているのではないかといぶかられる、くすんだピルの一室

に落ち着く。

上海のバンド(外灘)の一帯は、租界時代の洋式高層建築が建ち並んで、見るからに近代都市といった

外観だ。そして上海は、確かに人口一千万を越える大都会である。しかし一歩裏通りに入れば、洗濯物が

へんぽんと翻り、いたるところに西瓜の皮が散乱し、ハエが飛び回り、戦前の洋館を 5-6家族が仕切っ

て住んでいるという住宅難。第三世界そのものと言っていい人びとの生活がそこにはあった。繁栄を謡歌

する日本と海を隔てたすぐ隣に、まったく異なる12億人の中国が存在していた!

ホテルのすぐ前が川になっており、数隻の木造船が停泊している。聞けば、出稼ぎに来た上海近郊の農

民が住んでいるらしい。自炊しながら、昼間木っ端を拾い集め、大きさごとに仕分けして工事現場に売る

という、みみっちい商売だ。ホテルで売っている缶コーラは 3元だが、同じ金額を一日に稼げればよいほ

うだろう。物価の落差に、目のくらむような思いがする。

肝心の中国語のほうは、上海ではほとんど通用しない。あたりで話されている上海語はまったく聞き取

れない。私の習った北京語は、標準語なのでいちおっ通じるのだが、ここではまるで外国語の扱いである。

中国の「西北風」やロックと出会う

言葉があまりわからないので、音楽を聞こうと、カセットテープを買い集めた。当時、友人の細川周平

さん(現東工大助教授)らとポピュラー音楽の学会設立を準備していたところだったので、改革開放間だ

もない中国のポピュラー音楽を調査してみようと思い立つ。たまたま上海で中国語を教えてくれていた先

生が、上海テレビ局に知り合いがいるというので、通訳の人を伴って、インタヴューに向かう。音楽番組

の担当者と話を聞くことができた。流行っているのは大部分、香港・台湾のポップスだけれど、数年前か

ら北京を中心に、「西北風(シーぺイフェン)なるブームが起こって、大陸っぽさを強調した国産のポッ

プスも人気をえていると教えてもらう。

短期留学のしめくくりに 5日間、北京を旅行した。北京大学キャンパスの、留学生寮に泊まる。新聞を

みてみると、「震露風i寅唱会(プレークダンス+コンサート)Jなるものの広告が出ている。これを見逃す

手はない。知り合った北京大学の学生に、切符が買えるのか聞いてみると、人数分手配してくれたうえに、

運転手付きのコースターで迎えに来てくれた。会場の工人体育館まで小一時間、ツッパリ風に着飾った若

者らで一万人収容の館内は満員である。コンサートは、つぎつぎ歌手が現れてヒットソングを披露すると

いう、よくわけのわからないものだったが、けっこう楽しめた。

録音した会場の模様や買い集めたテープを、日本に帰ってから整理して、「西北風」の全貌を理解する

ようにつとめる。陳凱歌監督の「黄色い大地」や張芸謀監督の「赤いコーリャン」などの映画や、文学、

ロック、ポップスを含む文化運動であるという輪郭がつかめた。東京で幸運にも、折から来日中の、西北

風のヒット曲「黄土高坂」を作曲した窓越(スーユエ)さんと知り合う。陳凱歌監督が東京を訪れた折り

にはスケジュールの合間をぬって、箱崎でインタヴ、ューもさせてもらった。蘇越さんとは二度ほどテレビ

神奈川の音楽番組に出演して、中国のポップス事情について紹介したりした。

そのうちわかったことは、中国最初のシンガーソング・ライタ一、伝説的なロック・スター、屋健(ツ

イジエン)という人物がもっとも注目に値するということだ。崖健さんのヒット曲「ー無所有(俺には何

もない)Jの演奏は、「ソウル・オリンピック」を記念した国際衛星放送番組で北京のスタジオから生中継

され、録画を見たがなかなかすごい。工人体育館のコンサートでも「ー無所有」は満場の喝采を受けてい

た。彼のことを、日本できちんと紹介したい。来日コンサートの楽屋に飛び込みインタヴューの約束をと

りつけ、北京に出かけるなど何年も苦労して、『峯健J(岩波ブックレット)を出版する。彼のアルバム「紅

旗下的蛋(ポールズ・アンダー・ザ・レッド・フラッグ)J(東芝EMr)の、歌調やライナーも担当するこ

とができた。

激動の中園、台頭するアジア

話は戻るが、 1988年の夏、初めて訪れた北京は、改革開放の熱気のさなかにあった。私のようなー旅行

者にもそれはひしひしと感じられた。その熱気は、過熱と言ってもいいほどだった。それが翌年、ゴJレパ

チョフ・ソ連大統領の訪問をきっかけに、 6月4日の天安門流血の惨劇を迎えるとは、まさか思ってもみ

3 4 



照されたい。)

戦前一戦後を通じて、日本の科学技術はあまりにも、西欧ばかりを向いてきた。西欧を模倣する時代が

とっくに終わりを告げ、独創的なアイデアが求められるいま、アジアの一角に立地するという自分の足元

を見つめ直しでもよいころだ。アジアからの留学生がキャンパスに集っている、東工大の日本入学生も、

中国をはじめとするアジア諸国に目を向けるべきであろう。中国と出会うことで、東工大は新しくなる。

中国語クラスの誕生を歓迎する

このほかにも私は、社会学者の王輝(ワンフイ)教授の著書『中国官僚天国J (岩波書庖)を翻訳し、

中国から学者を招いてシンポジウムを何回か開き、中国の雑誌に原稿を寄稿し、清華大学止の提携の強化

に努めるなど、中国の学者との交流に力を注いできた悶 しかし、私一人でできることには限りがある。

そんなとき、東工大でもいよいよ98年4月から、中国語の講義が始まることになった。そして札幌大学

から、気鋭の文学研究者・劉岸偉氏が助教授として着任された。これも、外国語研究教育センターをはじ

め、関係者の理解と決断と支持のたまものであろう。東工大のために内まことに喜ばLい。

~J 
これは、大きな変化の最初の一歩に違いない。英語が国際標準言語として、東工大のキャンパスでもま

すます通用すべきなのは当然だが、それに加えて、アジアの言語を理解する学生・教職員が増えることが

大切だ。アジア地域との共同研究、アジア企業との合弁などは、今後急速な拡大が予想される。東工大生

がそうした一線に立って、活躍する日も近い。 21世紀は、アジアの世紀である。東工大が、言語の国際化

なかったけれども。

それから10年。幾度となく中国を訪れ、多くの中国の人びとと知り合い、語りあった。年ごとの目を見

張るような変化を、ずっと追いかけてきた。そして、来世紀は中国の時代になるだろうと確信した。 1989

年『朝日ジャーナル』に「中国将成世界超大国J ~ いう文章を書いたころ、本気にする人は少なかったが、

バブルのはじけた昨今では誰しも、日本が中国に追い抜かれるのは時間の問題と考えるようになった。

世界の地殻変動が生じている。ヨーロッパの19世紀にとって代わったのが、アメリカとソ連の両大国だっ

たように、 21世紀は中国を中心とするアジアの台頭によって特徴づけられよう。福沢諭吉の「脱亜入欧」

をモットーに、欧米なみの近代化をめざしてひた走ってきた日本。日本人は、日本だけが抜けがけに近代

化するのは当たり前と考えてきた。しかし、気がついてみれば、ついにやってきた東アジア全体の怒涛の

ような近代化が、日本を呑み込もうとしている。

こうした変化は、大部分の日本人にとって、思いもよらないことだった。だから、心の準備ができてい

ない。韓国についても、台湾についても、香港についても、中国についても、基本的な知識がない。アジ

アの言葉ができる人も少ない。 21世紀を迎えようとする日本にとって、これはピンチではないだろうか。

そう考えた私は、ささやかながら、中国の文化や思想を紹介し、中国語を普及し、中国の人びとと交流

する試みを始めることにした。

だいさぶろう・社会学)
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昨年秋から，社会経済生産性本部・社会

政策特別委員会で，専門委員として活動し，

7月に中間報告「選択・ 責任・連帯の教育

改革J を公表しました。大学に関しては.

学生定員の廃止，入試の廃止と#ックアウ

ト制の導入.奨学金の大幅拡充などを提言 ・

しています。 MHKの視点論点，毎日新聞，

朝日新聞，日本経済新聞の文化欄でも，こ

の趣旨を紹介しました。中間報告の全文は.

私lのホームページ http://www_ valdes 

titech _ ac_jp~/Ihashizmで読むことができ

ます。

橋爪大三郎

1. 1948年10月21日

2.東京工業大学大学院社会

理工学研究科価値ンステ

ム専攻教慢

3.祉会学

4. 

中国との出会いが東工大を新しくする

中国語の自主講座を開こうと思ったきっかけは、たまたま私が、日本文化研究の国費留学生を中国から

受け入れたから。天津から来た彼女 (Zさん)は、外国語学院日本語学科の出身で日本語がうまいし、教

え方もうまい。そこで学内にポスターを貼り、受講生を募ったら、教室に入りきれないほど学生が集まっ

た。そうか、東工大にも中国語を習いたい学生がこんなにいるんだ。自信を深めて、彼女と二人で一年間‘

会話のクラスを聞く。

彼女は翌年、帰国したので、別の中国人留学生にバトンタッチし、会話クラスは去年まで、 l足かけ 5年

続いたことになる。東大で教員をしている後輩に聞けば、東大生の中国語履修率は年々高まり、文系理系

をあわせて30パーセントに迫る勢いだという。中国語の正規の授業を開いていない東工大が、立ち遅れて

しまうのではと心配になった。

もうひとつの活動は、中国研修旅行である。 5年前、学部一年生向けの総合Aの授業でグループ自由研

究を課題にしたら、そのうちのあるグループが中国を研究したいという。それなら連れて行ってやろうと、

6人を天津、上海に案内した。その成果を見極めて、翌年には三年生向けの総合Bの授業として、「中国

研修旅行」を実施。かねてから共同研究相手として行き来のある天津社会科学院・日本研究所目こ受け入れ

を頼み、三峡ダム建設予定地を見学するコースを手配してもらった。以来、旧満州、シルクロード、雲南

省と、今年まで毎年、合計4回の研修旅行を実施した。

日頃はおとなしい東工大生が、旅行に出ると生き生きとした人間味をあふれさせる。ある女子学生は、

重慶の街で裸電球の下、そこここで食卓を囲む家族や、天秤棒を担いで荷物運びの出稼ぎに来ている数十

万の近郊農民の姿を見ているうち、人間の生き方はさまざまで、もっと自由に生きてよいのだlと悟ったの

だそうで、その年に東工大を中退して国立大医学部を再受験。いまは医師への道を進んでいる。彼女ほど

ドラマティックでないにせよ、中国研修旅行を機会に、すべての学生が何か大事なものを掴んだ様子がう

治、治fえる。

その中国研修旅行も、今年度から中国研修 r留学」として再出発することになった。本学の学部に、短

期留学の制度が整備され、学生が申し出ることにより、外国の大学研究機関で単位取得が可能になったか

らだ。中国側の協力により、この制度が東工大の学生に貴重なチャンスを提供し続けてくれることを願っ

ている。(中国研修旅行lこついては、『東京工大クロニクルJ98年11月号に書いた紹介記事も、あわやて参

5 
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BSl 地球法 廷第 5シリーズ f教育を問う J 2000.1 

「自由化・多様化で大学に活力をJ 橋爪大三郎(男/51/社会学者)

学生定員の縛り用によって入学者がほぼ全員卒業する現状はv 大学教育がうまく行って

いる証拠ではなくて、大学教育が空洞化している証拠である。卒業生に対する社会的な評

価も、入学時の学力によって決まり、本人が大学でどういう教育を受けたかw どれだけ頑

張ーったかには左右されない。この根本をまず変えなければならない0・

以下はv 私たちが社会経済生産性本部の提言としてまとめた f選択・責任・連帯の教育

改革』仁もとづい左大学改革案であるσ

大学は、コストを負担すれば、原則として誰でも入れるものとする。学力。を社会に対し

て保証するため、大学の責任で卒業を厳しくする。学生定員をなくし、学生が自由に大学

を選べるようになれば、人気のない大学は淘汰され、どの大学も教育や研究の中身で勝負

す石ようにな石。

このためには大学は、設置の目的も明らかにし、どのような内容の教育を行なうのか、

はっきりさせる。そのよで、各大学ーは、卒業生iこ要求すべき学力・知識のレヴェルを‘独

自に設定すべきである。たと丈ばL

.最高水準の学者ーを菅て、研究を進める「科学技徳先端犬学J

:.:企業の必要とする人材を供給する[ビジネスマシ養成大学j

-.地域の人材養成や生涯教育に貢献守る F地域密着市民ー大学]

など。

f科学技術先端大学Jは、日本t:.1ダ←スもあればよいだろう σ 研究費や大型の実験設

備を集中ず石かわりに、世界を相手に、業績本位の厳しい競争を勝ち，抜いていく大学だ。

地道な基礎研究、企業の委託研究など、産学共同も自由、にできるよう}ごする。 rビジネス

マン養成大学Jは為さまざまな職能をもった専門的な人材を養成し、社会に送りだす。大

学では、経営、管理、財務など、企業の必要とする分野を学ぶいっぽう、語学、法律、コ

ンビュータなどの能力や資格も身につける。大学が実学の場になるから、学生はわざわざ

ダブル・スタールに通う必要もなくなる。 r地域密着市民大学」は、地域社会の核となっ

て、地域に必要なλ材の養成や再教育を行なう。すべての住民に文化・教養などの情報を

発信し、住民の社会参加を組織し、生涯教育の場となる。

大学は、カリキュラムの内容や難易度などを、自分で決めればよい。規制をなくし、大

学がそれぞれの個性を競い、社会にどれだけ貢献したかを競いあうことで、大学に活気が

もどるであろう。

なお、これら提言の概要は、こちらリンクサイトにある社会経済生産性本部のホームペ

ージで公開している。

参考書籍:堤清二、橋爪大三郎 編『選択・責任・連帯の教育改革』勤草書房
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『ポピュラー音楽研究Jvol.2 pp.117 日本ポピュラー音楽学会 1998.11.30発行

園田園田四回目園田園
国際化・全球化の時代は、多文化・多民族状況を意識する時代でもある。ひと足先に

国際化の進んだ西欧諸国、特にアメリカでは、多文化・多民族を反映したカルチュラ

ル・スタデイーズが全感であり、ポピュラー音楽研究もその一角で重要な役割を演じて

いる。

これに対してわが国の状況は、まだまだ出遅れていると言ってよい。さすがにポピュ

ラー音楽研究のパイオニアや草分けの時代は去り、「ポピュラー音楽をどうやって研究な

んかするの ?Jという初歩的な質問も聞かなくなって久しい。若手の研究者もつぎつぎ

育ちつつある。そのことは、会員の増勢からも見て取れ、喜ばしいことではある。それ

でもまだまだ、課題は多い。

わが国には囲内に、複数のエスニツク・グループが競い合う状況が(まだあまり)な

いために、ひと昔前の「ワ一ルド.ミユ一ジツク」が

みました、おしまい"になってしまったように、自己確認・自己表現のための音楽とい

う側面が弱い。かつての洋楽/邦楽は、都市/農村の階層構成にゆるやかにリンクして

いたが、消費社会以降はそれもあいまいになってしまい、誰もが同じ母集団のなかから

音楽を選んで聴く(何を聴くかは個人のテーストの違いによる)という、同質的な状況

かで支配的だ。

こうした状況に影響されるのは仕方のないことむは言え、日本のポピュラー音楽研究

はこのために、いくぶん発想、のスケールが小さくなってしまっている気がする。ほんと

うは音楽は、ほんの入り口であり、政治も経済も家族も文化も思想も階級も、何もかも

が絡み合った複合的構造に切り込むのが、ポヒュラー音楽研究の醍醐味のはず。そのた

めには、ポピュラー音楽ばかりを研究していてはいけない。叩けよ、さらば音が出る

(あれ?)、もとい、少年よ、太鼓を叩け(あれれ?)なのである。

(橋爪大三郎/理事・会長)
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『建築クャーナル』 第95手号 pp，"J8.企業組合建築ジそーナル 2000，1.1

.市民・各界専門家編

ワースト 1はさしずめ

旧朝鮮総督府だが・.. 

橋爪大三郎(社会学者)

Best 日三井本館
トローブリッジ・アンド・リビングストン/1929年/東京都中央区日本倍

旧台湾総督府(現総統府)
1919年

迎賓館(1日赤坂灘宮)
建設大臣官房宮庁営繕器、村野・森建築事務所/1974年(改修l/東京

都港区赤緩

Worst 国会議事堂
大蔵省臨時騒院建築局/1936年/東京都千代田区永田町

旧満州国政府庁舎(新京→長春)
たいか

上海大慶
(1934年にイギリス人が建てたマンションをホテルにしたもの.上海

バンドの旧日本租界に、どでんと建っているただ高いだけの、魅力

のない建物です〉

戦前の建築ばかりになってしまいました。旧三井本舘は、資本

主義を日本でもやっているのだぞという精一杯の意気込みと華

やかさが感じられる。回琢磨の暗殺現場でもあってベスト入り。

旧台湾総管府は、南国的なのびやかさを感じる。迎賓館はいか

にもっくりものだが、ロココ自体がっくりもの的なのだから、

その点ではまっとうだ。

ワーストのトップはさしずめ旧朝鮮総督府だが、取り媛され

てしまったので、日~満~中の三角形を象徴する建物を選んだ。

旧満州政庁の建物は、外観はともか くとして、内部に空間とい

うものがなく、天井が低くて重苦しい圧迫感がある。上海大度

は、和平飯庖の隣にこんなものを建てていいのかと心配になる

ぐらいの醜悪な建物。その奇怪さは、平援の柳京ホテルに通じ

るものがある。

草案工華大学大学院社会理工学研究科教侵・社会学.主な著書に‘ n~ じめての禄道主義』
『性置論Jr言語ゲームと社会理諭Jr情爪大三郎自社会学誘轟Jなど.

38 建集ジャーナル 2∞0-1 111959。特集 21世紀に残したい日本的建案
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学習務院社 2U00:2:1

「宗教」を教えない日本

.PP..5: 第3B巻第12号『教育ジャーナル』1999. 11 

橋爪大三郎

私のメモリアル・デイ」

(1968)年 6月 15日

「昭和・平成

昭和 43 

昭和 42年に東京大学教養学部文科E類に入学した私は、これまでの受験生活と正反対

のことをしたいと考え、駒場のあるサークル劇団に入ることにした。オリエンテーション

の期間に観た公演は『回転木馬』で、ほのぼのとした古典的な舞台だからよいだろうと思

ったのだが、夏休みの聞に前衛劇団に衣替えしていたのが運のっき。当時はやっていたア

ングラ演劇の真似ごとのようなことが始まって、自由劇場を借りての舞台など2回の公演

がすんだころには、気がつけばもう 9ヶ月も授業に出ていない。そろそろ教室に戻ろうと

6月15日に安保闘争を記念して、日比谷小音楽堂で、パフォーマンスがあ思っていた矢先、

るという。佐藤信さんの「自由劇場」や、瓜生良介さんの「発見の会」といっしょに、私

たちも参加することになり、フラワー ・ムーブメン卜のヒッピーのような扮装で寸劇を演

6 ビラを配ったり、パレードをしたりという一日であった。ちょうど同じ日に、じたり、

月15日を記念して、東大医学部共闘会議の学生たちが、赤ヘルメッ卜にゲパ棒のいでたち

で、安田講堂を占拠しようとは知るよしもない。

日曜日を挟んで、機動隊が安田講堂の学生たちを追い出した 6月17日の駒場は蜂の巣を

っついたような大騒ぎ。ちょうど直前の自治会選挙で、共産党系の民青が敗れ、執行部が

5 
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フロント(構造改革派)に交替したところだった。校門をくぐるなり分厚いビラの束を渡

されて、授業は当然すべて中止となりクラス討論に切りかわる。昼までには、自治会が手

回しよく手配した観光パスが続々キャンパスに到着し、駒場の学生 6千人が大挙本郷の全

「東大闘争」の幕開けであ学抗議集会に押しかけることになる。誰も予想、もしなかった、

る。そのあと私は、演劇jと闘争のふたまたをかけるかたちになり、実にさまざまなことが

あり、嵐のような一年間をすごし、消耗し、気がつけばまるまる 2年半も教室に足を踏み

入れないままとなるのであった。


